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調停事件調停事件

オリエンテーションシート

※ 一般調停事件とは，人事訴訟法２条に規定する人事訴訟をすることができる
事件のうち，離婚，離縁及び不貞に基づく慰謝料などがこれにあたります。

※ 別表第２の調停事件とは，家事事件手続法別表第２に掲げてある事件です。
例えば，婚姻費用分担，養育費，面会交流，親権者変更などの事件がこれに
あたります。

調停の流れ（一般調停事件）

申立て

調停 調停委員会 裁判官1人と調停委員2人

調停の終了

合 有 調停の成立
調停調書作成

調停とは 裁判ではなく、話し合いです。

話し合いの進め方 1回約2時間
9:30～12:00、13:10～15:00、15:10～17:00
各調停期日の終わりに次回期日の確認をします。

非公開
調停委員には守秘義務があります。
＊カメラや録音機器は持込禁止です。

合

意

有

無

取り下げ

不成立

調停の成立
調停調書作成
（確定判決と同一の効力）

裁判での離婚を希望する場合は、
別に家庭裁判所に訴状を提出し
なければなりません。

＊申立人は，調停事件が終了するまで，申立てを取り下げることができます。
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調停の流れ（別表第２の調停事件）

申立て

調停
調停委員会 裁判官1人と調停委員2人

調停

調停の終了

合 有 調停の成立
調停調書作成

調停とは 裁判ではなく、話し合いです。

話し合いの進め方
1回約2時間

非公開
調停委員には守秘義務があります。
＊カメラや録音機器は持込禁止です。

9:30～12:00、13:10～15:00、15:10～17:00
各調停期日の終わりに次回期日の確認をします。

合

意

有

無

取り下げ

不成立

調停の成立
調停調書作成
（確定判決と同一の効力）

審判

＊申立人は，調停事件が終了するまで，申立てを取り下げることができます。

未成年の子がいる夫婦の話し合い

離婚は家族の問題離婚は家族の問題

子どもの利益や幸せを考えて
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情報の共有を図るために

自分の言い分

相手の言い分
双方が納得する現実的な提案

・ 提出する書類は
相手が読んだり ピ する可能性があります相手が読んだり，コピーする可能性があります

・ 相手に知らせたくない情報は
⇒ 知らせたくない部分をマスキングして，コピーしたものを提出します
⇒ 「非開示希望に関する申出書」をホッチキスで留めて提出します

＊ 閲覧・謄写を許可するかどうかは，裁判官が判断します

離婚調停の流れ

離 婚 不成立合意なし

合意あり

親権者の指定 合意なし

合意あり

不成立

養育費面会交流

年金分割 慰謝料

財産分与


